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座談会参加者

小嶋一浩（建築家・CAtパートナー 
 横浜国立大学建築都市スクールY-GSA教授）

堀部安嗣（建築家・堀部安嗣建築設計事務所 
 京都造形芸術大学大学院教授）

平田晃久（建築家・平田晃久建築設計事務所）

西村達志（大和ハウス工業代表取締役専務執行役員）

第 11回を迎えて

西村　今回で、ダイワハウスコンペティションは第11回を迎えます。前回
の第10回の「径

みち

の生まれる街
まち

」では「街」という大きな集合体をテーマにし
たところ、ちょっとしたアイデアで鮮やかに街並みを変える優れた案が公開
２次審査に残りました。今回は、本来このコンペがテーマとする「住宅」に
立ち戻ったうえで、前回に引き続き内容を深めていきたいと思っています。
よろしくお願いいたします。
小嶋　前回はテーマをずいぶん練り上げました。プロとして設計をする人
が考えなければならない問題を投げかけましたが、逆にいえば大学の学部
生には少し難しすぎる面がありました。アイデアコンペなので、入口は幅広
い層の人がアプローチできる方がよいですね。しかし住宅へ課題を戻すと
いっても、戸建て住宅の形態を操作することを今さら競い合っても仕方あり
ません。住宅と深く向き合ってもらうにはどうしたらよいのかをここで考えた
い。この前、『新建築住宅特集』編集部で行った世田谷区の「家びらき」と
いう活動の取材の話を聞きました（本誌1505「記事：空き家から始まるコミュニ
ティ」）。これがとても面白い。高齢単身者が住んでいる家を、増改築をテー
マとするのではなく、空いている所を上手く使おうという試みです。空き家
になりかけている家を、使うことで空き家化しないようにすることだと理解し
ました。世田谷区での活動は、まだ建築家が表立って参加するものは少な

く、市民レベルでの段階ですが、ちょっとした塀や生け垣に建築家が手を
入れるだけで、だいぶ現れ方は変わるでしょう。そう考えると、かなりいろ
いろな可能性がありそうです。既存の住宅にしても、新築にしても、住宅
を制度に取り込まれたものとしてとらえず、住宅とはそもそも何なのか、現
代の日本社会において、再定義するようなアイデアを見たいと思います。

社会の問題を空間の質にフィードバックする

堀部　今の若い世代は、相対的にしか建築を考えられない癖がついている
と思います。ワークショップでも、みんなで一緒に関係をもち、相対的に建
築を考えるのは得意ですが、一方で圧倒的でかつ絶対的な美を追求しよう
とはしない消極的な雰囲気を感じます。そこで、あえて圧倒的で絶対的な
住宅の美しさとをテーマとするのもありではないかと思います。
平田　絶対的な美もあるとは思うのですが、まず、何をもって美しいという
かを再定義する心持ちで建築をつくるべきだと思います。個人やひとつの
家族だけが充足して閉じている像ではなく、もっといろいろなことが入り込
んでくる生命観を美しいといい切るような、周囲との関係性をとらえないと
本質的に建築の問題になってきません。閉鎖的に美しさを考えるのではな
い、ということであれば、僕は共感できます。
堀部　まだ世の中の関係性もよく分かっていないのに、大人びて、すべて
分かった振りをしてプログラムを組み立てていくことに危惧があります。関
係に対して妄想が広がっていくというか、脆弱な建築の表現になることが
多いと思います。つまり彼らはすごくよい子ちゃんになっているのです。空き
家問題や高齢者、現実の大人がつくった問題を土台にして、きれいさっぱ
りと問題を解いてしまったかのような雰囲気の建築になってくる（笑）。そうで
はなく、もっと建築に対する愚直な美しさに向かい合うものが生まれてくれ
ばすごくよいと思います。
小嶋　よい子ちゃん問題は、根本的な問題のような気がします。例えば被
災地への支援活動をしていると、彼らは「何とかしてあげよう」とする。よい
子ちゃんだからニコニコ頑張るのです。しかしこれを僕らは揶揄しているば
かりでもだめです。世の中には建築の問題に踏み込むよりも、その手前で
なんとかしなくてはならないことがたくさんありますよね。彼らはそこに素直
に向き合えているからこそすごく自分の力になっている部分もある。僕らが
若い頃は建築を背負ってしまっていましたが、今の若い世代は背負わずし
てコミュニケーションに
よってそこにある問題
を見出そうとする。背
負っている人間からす
ると、動きが悪いとい
うか、もたもたしている
というか……。
堀部　背骨はどこにあ
るのか、と。

第11回 ダイワハウスコンペティション　テーマ座談会

　「息を吸って吐く家」を考える

座談会風景。左から、西村氏、堀部氏、小嶋氏、平田氏。       撮影：新建築社写真部
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「シェア奥沢」の内部。正面が構造補強を兼ねた増築部。床は一部畳を剥がしてフローリング
にしている。土壁に単板ガラスの建具は既存のまま。アンプやスピーカーは堀内さんの手づくり。

「シェア奥沢」での活動の様子。左：シェアトーク（対話の場）。　右：ヨガストレッチ教室。
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世田谷区の取り組み──地域の空き家・空き部屋を地域資源ととらえる
佐々木　　平成25年の住宅・土地統計調査では、区内の総住宅数約
50万5千戸に対し、空き家は52,600戸で、空き家率は10.4％と、全国

全国で少子高齢化が進み、人口が減少する中、空き家問題はいよいよ深刻になっています。
総務省による平成25年の住宅・土地統計調査では、13.5％、約820万戸の空き家があると
いわれています。高齢者のひとり住まいが増えていることを考えると、対策は急務です。では、
空き家となる前に打つ手はないのでしょうか。空き家と空き部屋などを積極的に活用したり、
その予防策として住みながらにして家の一部を地域で活用する「家びらき」＊1を推進する世田谷
区の佐々木康史さん（都市整備部住宅課長）と、その業務を委託される世田谷トラストまちづく
りの浅海義治さん（トラストまちづくり課 課長）に、そして実際にモデル事業として実践されて
いる堀内正弘さん、安藤勝信さんにお話を伺いました。                                           （編）

左から、世田谷区都市整備課の中川真理
さん、佐々木康史さん、世田谷トラストま
ちづくりの浅海義治さん、荒井千鶴さん。

の空き家率13.5%を下回っています。しかしながら前回の調査からは大幅
に増加しており、すでに空き家は地方だけの問題ではなくなっています。世
田谷区の空き家の特徴は、空き家に含まれる賃貸用、売却用など民間の
住宅市場で循環しているストックが多く、これらは市場の中で活用されてい
くためあまり問題はないものです。問題は、統計上、「その他の住宅」とし
て表れる活用されていないストックです。統計では区内に約2万戸あり、そ
のうち約1万5千戸は長屋、共同住宅などの空き住戸です。また空き家の
中には老朽化し、著しく危険な状態で放置されているものも含まれます。こ
れらは、「空家等対策の推進に関する特別措置法」などにより対処する必

空き家から始まるコミュニティ
空き家予備軍の活用へ繋げる世田谷区と世田谷トラストまちづくりの取り組み

記事

要があります。しかし、まだ活用できるストックも多く存在し、今後、高齢
化に伴いストックはますます増えることが予想されます。
区ではこうした空き家・空室を地域資源ととらえ、平成23年に策定した「第
3次住宅整備方針」で高齢者が所有する空き家や空き部屋を、地域の憩
いの場や子育て支援、福祉目的などに活用して、地域のまちづくり活性化
に繋げていくことを重点プロジェクトとして打ち出しました。また、統計では
出てこない、高齢者がひとりで住んでいる空き家予備軍を地域の中でどう
活用していくかも重要な課題です。そこで、空き家・空き室のオーナーとそ
れらを活動の場にしたいという人とのマッチングを行う「空き家等地域貢献

活用相談窓口」＊2を「家びらき」で実績のある一般財団法人トラストまちづく
りに委託し、平成25年に開設しました。

空き家活用のモデルづくり
佐々木　　空き家活用を進めるためには、空き家を活用してどんなことが
できるのか、イメージを区民の皆さんにもってもらう必要があると考え、「世
田谷らしい空き家等地域貢献活用モデル」という事業（以下、モデル事業）を
実施しています。具体的には、この事業のモデルとして選ばれた団体に対
して200万円を上限として助成金を出しています。空き家の改修費や備品

シェア奥沢 ……住宅から始まる地域のネットワーク
 堀内正弘

「シェア奥沢」──空き家から地域の学びの場へ
もともとは住み手のいなくなった、築80年も経った寂れた空き家でした。
解体して更地にすることを考えていた時、活動拠点を失おうとしていたコミュ
ニティから「自分たちで片付けるから使わせてほしい」と声がかかったのです。
それがきっかけでした。皆で片付けて修繕をして、折角なら地域のさまざ
まな活動のプラットフォームとなる場所にしようと盛り上がって「シェア奥沢」
が生まれました。
家びらきは、通常は住んでいる住宅の一部を開放するのですが、僕は隣
に住んでいるので、「シェア奥沢」は公民館と家びらきの中間の位置付けと
なるのでしょう。僕がいなくても使えるようにしています。
古い住宅には時間が含まれている豊かさがあって、建築的にも木と土でで
きていますから、新しい公共建築にはない価値があります。戦前はよい材
料を使っているので軸組もしっかりしています。壁量も分かりますから、既
存の構造には手を加えずに、小規模増築という方法を取りました。補強が
必要な部分に外側から部材を抱き合わせています。結果的には外側の耐
震壁のおかげで防音効果も高くなり、居場所も増えて別の価値も得られま
した。世田谷区からいただいた助成金は耐震補強の費用の一部に使わせ
てもらっています。もうひとつ、ここが住宅であることにも、とても大きな意

味があるのです。座敷二間には30〜50人入れ
るのですが、そういう場はコミュニケーションが
すごく取りやすい。盛り上がってきたらご飯をつ
くってまた話し、終電を逃したら泊まって翌朝に
その続きを話すこともできます。制約のない、自由な使い方が個人の責任
のもとにできる。時間の限られる公民館ではできないことです。

地域コミュニティと活動コミュニティの融合──コミュニティは伝播する
ここは僕の趣味でもある、ものづくりをきっかけに始めましたが、地域の学
びの場であることもテーマにしています。地域の方々がそれぞれに得意なこ
とがあって、ある日学んでる人が別の日は教える関係になる。ものだけでは
ない、人の時間がギブアンドテイクの関係にあります。
コミュニティには「地域コミュニティ」と「活動コミュニティ」のふたつがあっ
て、前者は町内会のような住んでいる地域に根差したもので、後者は共通
のテーマや目的をもった活動など、必ずしも地域の方に限らないものです。
ここは両方が混ざっていて、地域の人だけではなく遠くからもこられる方が
います。「シェア奥沢」も三田で活動していた料理をつくって交流する「共奏
キッチン」が移ってくることがきっかけとなっているし、ここで生まれたコミュ
ニティが別の場所に移ることが実際に起きています。活動する人の中には
地方で暮らしたいという人も結構いて、移住先を考えています。その先に
地域間の交流が起きて、さらには世界に飛んでいってネットワークが広がっ
ていく、そんなイメージをもっています。

家びらきを持続させるには──都会に住み続けること
僕は在宅介護をしていて、都会に住み続けることもひとつのテーマです。高
齢化問題に対しては、行政が地域包括ケアシステム＊3を推進していますが、
地域のコミュニティが機能することが前提となります。子育て世代とも連携
していますが、高齢者問題、子育て問題は公共に頼らなくても、地域の人

の知恵で解決できることもたくさんあります。お金をかけずに、地域で新し
い価値を生み出して充足できることを証明したいと思っています。
家びらきを持続するには、まず自分が楽しむということです。自分が中心で
よいのです。僕も自分の趣味をきっかけにしていますし、介護で外出の機
会が減った分、家にいながらにして顔見知りが増え、さまざまな活動に参
加できるのはありがたいことです。もうひとつは、無理をしない、お金をか
けないこと。このご近所には「読書」をテーマに開かれた家もありますが、

地域にお住まいの方がもっている空間や興味を活かした、さまざまなコミュ
ニティスペースを選んでいけるようになったら楽しいまちになりますね。
                                 （2015年3月17日、シェア奥沢にて。文責：本誌編集部）

オーナーの堀内正弘さん。多摩美
術大学デザイン学科教授。建築家
でまちづくりにも広く関わっている。

左：増築部分。左側の既存部との境界に落ちる柱に
屋根の荷重が集中するので外側から補強し、小屋組
は現しにしてトップライトを設置している。　右：シェ
ア奥沢の外観。車庫の右奥からアプローチする。

記事「空き家から始まるコミュニティ」（本誌1505）

登録・提出締切：2015年9月24日（木）消印有効
http://www.daiwahouse.co.jp/compe/
主催：大和ハウス工業株式会社　後援：株式会社新建築社
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ダイワハウス コンペティション
作品募集

テーマ

呼吸する家
人が空気を体内に取り込みそれを吐くことを繰り返す「呼吸」は、生命の基本です。

「家が呼吸する」ととらえたとき、それは一体どんな建築になるのでしょうか。
家が、雨や風、地域社会や他者などさまざまなものを拒まず取り込むように呼吸をはじめると、そこには生き生きとした関係が見えてくると思います。

反対に、今社会問題になっている空き家や、外に閉ざし関係を遮断するような住宅は呼吸をしていないといえるでしょう。

本コンペでは、さまざまな意味で「呼吸」をとらえ、その場所での生命観の溢れる家の提案を求めます。
敷地は、架空でもリアルでも自由に設定してください。しかしどのような街のどのような場所に建つかという敷地のプロフィルを表現してください。

その敷地に、戸建てでも、戸建ての集合でも、併用でも、集合でも、形式は問わない家のあり様の提案を求めます。

住まいが呼吸をするとこんなに楽しいのだという、新しい家のアイデアを期待します。

【賞金】
最優秀賞（1点） 200万円
優秀賞（2点） 各30万円
入選（4点） 各10万円

（以上、1次審査通過7作品）

大和ハウス工業賞（1点） 30万円
佳作（10点） 各5万円
総額380万円　※すべて税込み

※大和ハウス工業賞は1次審査通過7作品の中から、公開2次審査のプレゼン
テーションと質疑応答を通して、審査委員とは独立した形で大和ハウス工業が1
作品選出する賞。最優秀賞、優秀賞、入選の中から選ばれるので、たとえば、
最優秀賞がさらに大和ハウス工業賞に選ばれた場合、230万円の賞金が授与さ
れます。
※2次審査のプレゼンテーション内容によっては、審査委員の判断で上記賞金金
額の配分を変える場合があります。

【1次審査結果発表】
2015年10月上旬
通過者に通知するとともに、ウェブサイトで発表します。

【公開2次審査】
2015年11月4日（水）
会場：大和ハウス工業 東京本社
観覧応募などの詳細は、10月上旬の1次審査結果発
表と同時にウェブサイトに掲載します。

【2次審査結果発表】
『新建築住宅特集』2016年1月号およびウェブサイトで
発表します。

【審査委員】
審査委員長

小嶋一浩 建築家 CAtパートナー
横浜国立大学建築都市スクールY-GSA教授

審査委員

堀部安嗣 建築家 堀部安嗣建築設計事務所
京都造形芸術大学大学院教授

平田晃久 建築家 平田晃久建築設計事務所

西村達志 大和ハウス工業代表取締役専務執行役員

【登録方法】
・ 本コンペに応募される方は、事前に下記ウェブサイトから登録

を行ってください。
・ 課題、応募規定の詳細についてもウェブサイトをご覧ください。

【提出物】
A2サイズ（420×594mm）片面横使い1枚。図面、パース、ドロー
イング、CG、模型写真など表現は自由。敷地は任意に設定して
ください。ただし、どのような街のどのような場所に建つのかとい
う敷地のプロフィルを表現すること。

【登録・作品提出締切】
2015年9月24日（木）消印有効
送付のみ受け付けます。持込み、バイク便は不可。
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小嶋　そう思うわけです（笑）。ただ、一
概に絶対的という定理を立てない建築の
向き合い方にも、逆に説得させられる面
もありますね。
堀部　もちろんです。
編集部　今の若い世代にどう問いかけれ
ば、彼らにしか考えられないようなものが
提案できて、かつ、今起きている社会の
情況をしっかり見ることができるか。前回
のテーマ会議で堀部さんが「自分の普段
歩いている道がどうやってできているのかを一度応募者が見直すことが重
要なのではないか」とおっしゃっていましたが、世の中の情況をつぶさに建
築の問題として見られるか、というのは重要な投げかけです。
堀部　こんな話があって、お互いのコミュニケーションもなかったある地域
の空き地に、大量のソーラーパネルを設置するという計画が立ち上がりま
した。景観が壊れて、排水などいろいろな問題が発生することが分かり、
そこではじめて住民どうしが結束したのです。「毒を以て毒を制す」ではあり
ませんが、地域の問題や課題が浮き彫りになることで、コミュニティを生み、
その問題自体の解決に向かうことがあると思うのです。きれいごとだけでは
ないことが提案できる仕組みがつくれたらと思います。
西村　それは必ずしも住宅でなくてもよいですね。他者を住宅に呼び込む
ためのアイデアや、住宅そのものを設計するのではなくても、例えばソーラー
パネルでも、あるいはコンビニでもよいのですが、そのひとつの存在が周り
の住宅にどういう影響を及ぼすのかを考えることは面白いと思います。
平田　その時に、やはり建築の構えの問題にしないと魅力のある案になら
ないと思います。特定の社会的関係性を前提として、きちんと適合している
からこの住宅はよいのだといわれても、あまりときめかない。空間がもって
いる質の問題にフィードバックしてこないと案として成立しないと思います。
ある特定の社会的問題をフォーカスし過ぎるあまり、一見その設定の中で
は問題がよく考えられているようでも、建築そのものがあまり考えられてな
い案が出てきても面白くないのではないでしょうか。

「他者」を受け入れるということについて

堀部　昔は当たり前のように住宅の中で行った葬式や法事など、家に他人
が入り込む行事が今はほとんど外に出てしまっています。だからって単に昔
に帰ろう、というのではない住宅の面白さとは、どんなものなのでしょうか。
編集部　例えば土間や町家のように昔からあるものを、現代において、ど
う読み替えるのかという考え方はあるかもしれません。家族以外の他者が
入ることを許す家という時、その他者とは何かについて考えて、どうしてそ
の情況が必要なのかについて考えてほしいと思います。そこに美しさがあっ
てほしいですし、建築ときちんと結び付いていればよいと思います。
平田　ここでいう他者は、人でなくてもよいのですよね。極端な話、動物だっ

たり、自然の流れだったり、住宅が何かに晒されている状態があり得ると
いう提案だとしたら、それは他者ではないでしょうか。
小嶋　高齢単身者がずっと家の中でテレビをつけていて、そのテレビを他
者だとするところから始まる提案があったら、それも面白ければありだと思
います。
西村　私は前回のコンペで入選した「雨ふり、水たまりまち」という水たま
りをきっかけとする案がとても印象的なのですが、人間以外のものがひとつ
の存在として出てくることで、建物の考え方がこんなに生き生きしてくる、と
いう案ならとても面白いと思います。
小嶋　そうですね。アイデアコンペなので、ひとつの方向性を呈示してしま
うテーマでない方がよい。読み間違えていても、すごく飛んでいる案は歓迎
すべきだと思いますし、意図的な誤読は大歓迎です。
平田　最近台湾に行くことが多いのですが、台湾には地域によってまだ野
犬がうろついているところがあります。僕が幼い頃は日本にも野犬がいると
ころがありました。それ自体はよいことだとは思いませんが、その時代の家
の概念や、虫が入ってくることに対するおおらかさなどは、この20年、30
年で急激に厳しくなったと感じます。この話は一見無関係に思えますが、
実はそういう話と関係あるのではないかと思うのです。もう少し適当に開い
ている状態が住宅の質として求められているような気がしています。
堀部　同感ですね。今はそういうものをシャットアウトしてしまいますから。

「毛深い建築」と「呼吸する家」

編集部　家族以外の他者を許す家とはどういうものなのか、ということが
テーマとして見えてきています。
平田　小嶋さんは以前、パリの「ケ・ブランリー美術館」（設計：ジャン・ヌー
ヴェル/2006年）を「毛深い建築」と表現されていました。面白い言葉だと思
います。「毛が生えている」というのは繋がりがあるということですが、それ
を具体的に住宅の縁側といってしまうと既存のエレメントに吸着してしまい
ます。
西村　毛深いという言葉は、たしかにいろいろな意味がありますね。入り
込んでいるという意味もあるし、地肌の色は外から分からないということも
含まれます。そういう意味ではまさに呼び込むというか、踏み込むことを誘
発する象徴論的な言葉なのかもしれませ
ん。
堀部　大きくは他者を受け入れるという
意味ですね。それを魅力的な言葉に置き
換えたい。
小嶋　では、「呼吸する家」といってしま
うのはどうでしょうか。人の入れ替わりが
起きるような、閉じているだけのものでは
ないという意味をもたせて。
平田　例えば、最初にあった「家びらき」

の話は、空き家という窒息した状態にな
る前に、呼吸している状態に戻してあげよ
う、ということになりますか。
堀部　受け入れて、来るもの拒まずとい
うことは、呼吸していますね。
小嶋　拒まないという言葉はよいですね。
社会は毒ガスではない、という考えです
ね。あるいは水中に沈められたものがバッ
と上がって息を継ぐ、みたいな提案があっ
てもよい。
堀部　何を呼吸するのかということですね。
平田　呼吸する、というのは、入り込んでくる、出ていくことに生命観を見
出すよい言葉だと思います。そこに周囲との関係性、美しさを考えることも
できる。
西村　人によっていろいろな切り口がありそうで面白そうですね。ここでは
あくまで住宅といっていますが、単体の戸建てに限らず、集合住宅や、商
店との併用、戸建て住宅の集合体といったように、設定も自由にしたほう
がよいでしょう。
小嶋　今回「家」をテーマとしていますが、呼吸は家だけのものではなく、
建築の問題です。どんな方向から切り込んでもよいですし、コンペですから、
パッと見て訴求力のある表現をしてほしい。今回は敷地をこちらから与える
のは避けた方がよいと思います。ただし応募者は漠然とした場所を設定す
るのではなく、自分自身にとってその場所が生き生きとして見えるという表
現はしてほしいです。
堀部　他者が入ることを許す住宅とすると、点ではなくて、線あるいは面を
もった計画になってきますね。その家だけではなく、隣の家や、その辺りに
はどういう人たちがいるのかも考えなくてはいけない。大げさにいうと街の
設計、環境の設計に繋がっていってしまう気がするのですが。
小嶋　今回はそこまでハードルを上げていません。被災地で単身や高齢
独身者のための公営住宅を建てていますが、公営住宅法でしばられていて
も、繋がりをもち得るつくり方と、孤独死を招くつくり方があると思います。
堀部　なるほど、あくまでも敷地内で完結できるつくり方ですね。
小嶋　オーバーランする提案が出てくるのは構いません。ただ、基本的に
は敷地内の住宅の振る舞い方、敷地内で収まるアイデアとしましょう。
堀部　応募者がそれぞれの提案に適した敷地をしっかり考えてほしいです
ね。
編集部　では、今回のテーマは「呼吸する家」で決定したいと思います。ま
た、敷地は任意に設定してもらいますが、どのような街のどのような場所に
建つかという敷地のプロフィルを表現することも求めたいと思います。

応募者に期待すること

堀部　僕は、よい住宅のプランは呼吸しているというか、家の細胞のすべ

てが生きているものだと思います。誰も通らない廊下があったり、誰も使わ
ない部屋が片隅にあるならば、それは家が呼吸していないということです。
細胞が死んでいる。街の空き家問題にも繋がることです。だから「呼吸す
る家」は、「よいプランをつくる」ととらえるのもありでしょう。すべてが生き
生きしている、稼働率が高い、風通しがよいと。今、あたりまえに住宅に入っ
ているエレメントをひとつなくしてみるだけで、急に風通しがよくなることもあ
るかもしれません。
平田　呼吸するというのは生きていることの基本です。高度な生物は息を
吸って吐きますが、もうちょっと原始的なレベルでは、物質の交換が常に
行われている、という話にも繋がってきます。つまりメタボリズム、新陳代
謝している。そこでは都市のスケールにいたるまで建築も中の人も、そこに
ある物質も常に交換されていて、ある意味では呼吸しているといえます。そ
ういう世界観でもう一度建築をとらえ直す時に、どんな生き生きとした美し
さがあるかということに関係する課題ではないかと思います。
西村　最初に「呼吸する家」という言葉を聞いた時、思いついたのは「深
呼吸」という言葉です。定常的な呼吸と違い、深呼吸するとすごくリフレッシュ
して、自分自身が生きていることを再確認して、新しい可能性を感じますね。
ほかにも社会性ということを考えると、他者に対して「呼吸しているかな？」
と脈や呼吸を確認するような関係があるはずです。
小嶋　単純にいうと、呼吸していないのは死んでいるということです。空き
家に限らなくても、近代社会の最果てに
ある日本には、呼吸していない家はたくさ
んあるのではないか。つまり仕方なしにそ
れを家と呼び、寝に帰るような所は家と
は呼べないのではないかと。もっとポジ
ティブに家を考えてほしいのです。それに
は、山本理顕さんの「国家と住宅の間を
設計せよ」という視点が必要かもしれませ
ん。その人なりのとらえ方ができると思い
ます。原広司さんは「有孔体」（1967年）
として、「建築は閉じた空間に孔を開ける行為だ」といいました。孔を開け
るというのは、呼吸し始めるということです。それは、死から生命へという
逆向きの方向ですが、では何に向けて穴を開けるのか、そこに呼吸を与え
るという考え方で建築を考えることは可能性があるかもしれない。
堀部　街との関わりもあります。街との関わりが呼吸し合うことでもあります。
他者が入り込んだり、出て行ったりする、軒を一時借りるような行為がそ
の家の呼吸に繋がるかもしれません。
小嶋　そうですね。定年を迎えて、毎日会社に行かなくてもよくなった時、
家の外に出る理由がある家なのか、ない家なのかというのは社会的な呼吸
ができているのかどうかといえます。どちらにしても、呼吸をすることはこん
なに楽しいのだ、というふうに、この課題をとらえてほしいと思います。
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